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はじめに
　集中治療部で働く看護師は重症患者を対象とする
ことが多く、いつ急変が起こるか分からない状況に
あり常に緊張した状態で勤務している。それらによ
る看護師の心身のストレスは高いと考える。また多
くの医療機器や生命に影…干する多種類の薬剤を管理
するなど、ストレス増強因子も多く存在していると
考えられる。
　ナイチンゲールは「音楽は病人に悦びを与え、神
経の苛立ちを拭い去ってくれる」1）と言っているよ
うに、患者にとって音楽は精神的な安定を促し、意
欲回復を高めることにも役立つと考えられる。先行
研究2）3）4）は、音楽には機械類の音や話し声などをマ
スキングし、リラクゼーションの効果があると示し
ている。私たち集中治療部でも朝6時から消灯21
時までBGMが流れている。そこで、本来患者のた
めに流れているBGMが看護師にも同様の効果があ
るか疑問に思い、集中治療部で普段流れているBGM
の有無や種類により看護師のストレスに変化がある
か調査・検証を行った。
用語の定義
　1．ストレスとは「種々の外部刺激が負担として
　働くとき、心身に生ずる機能変化。ストレスの
　原因となる要素（ストレッサー）は、防寒・騒
　音・化学物質、などの物理化学的なもの、飢餓
　・感染・過労・睡眠不足などの生理学的なもの、
　精神緊張・不安・恐怖・興奮など社会的なもの
　など多様である。俗に精神的緊張を表す」5）
2，唾液アミラーゼとは消化酵素の一つであり、
　刺激に対する交感神経興奮状態の強さの目安に
　なる指標である。交感神経が刺激され興奮状態
　になると、唾液アミラーゼが分泌され、より高
　い興奮状態になると活性値が高まると考えられ
　ている。7）
1研究目的
　BGMの有無や種類により看護師のストレスに変化
があるか検証することで、職場におけるBGMの効
果を明らかにする。
皿研究方法
1．対象　集中治療部に勤務していた看護師42名
2，調査期問
　平成20年9月8日～9月30日
　日勤帯8時～16時
3．BGMの設定と音楽の種類の設定
　1）BGMの選曲：普段病棟で看護師が好んで流
　　しているBGM（歌詞のある曲、劇団四季他、
　　以下BGM①）。一般的にリラクゼーション
　　効果のあるといわれているBGM（歌詞の無い
　　曲、オルゴール菅平、以下BGM②）を選曲
　　した。
2）BGMが流れる日（12日間）、流れない日（11
　　日間）を設定した。
3）音量の設定：普段病棟で流れている音量（つ
　　まみ値2）を集中治療部内全てで統一した。
4．唾液アミラーゼ値
　1）測定：酵素分析装置唾液アミラーゼモニター
　　⑪（ニプロ社製）とテストストリップ⑧（ニプ
　　丁子製）を使用し、勤務終了後に唾液アミラー
　　ゼ値の測定をした。簡易測定装置であるが、
　　従来の共役酵素反応を用いたアミラーゼ活
　　性測定法で求めた値と相関性が確認されてお
　　り、初心者でもマニュアル通りに操作すれば、
　　安定した結果が得られる。6）
2）ストレス度合いの目安：唾液アミラーゼ値
　　0－30KU／L：ストレスがない、31－45KU／L：
　　ストレスがややある、46－60KU／L：ストレス
　　がある、61KU／L以上：ストレスが大分ある7）
5．アンケート調査
　　内容は無記名の選択式とし、独自に作成した
　アンケート用紙を用いて調査を行った。
　　対象者の背景、その日の仕事状況、仕事中の
ストレスの感じ方とその理由、BGMについて（仕
事中に聞こえたか、好きか嫌いか、意識的に聞
　いていたか）、BGM以外のストレス軽減法の有
無について調査した。
6．データの分析方法
　　HALBAU　7ソフトを使用し、基礎統計量、一元
　配置分散分析を行った。
皿倫理的配慮
　研究を行うにあたり、個人は特定されないよう無
記名とし、調査結果は本研究以外に使用しないこと
に同意が得られた看護師に実施した。
IV結果
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　集中治療部で勤務する看護師を対象に勤務後に得
た試料（60検体）とアンケート60部を用いた。（複
数回答含む）
　仕事中にストレスを感じた人は63．3％、感じな
かった人は36．7％であった（図1）。ストレスを感
じる場面は、仕事が進まない時（32％）、人間関係
（14％）、受け持ち患者が複数の時（10％）、仕事が忙
しい時（10％）、緊急入院時（6％）、勤務が落ち着い
ている時（6％）、帰救助（6％）、指示受け時（4％）、
体調不良（2％）であった（図2）。その他（10％）として、
何をしていいか分からない時、仕事が辛い時、自己
抜去の恐れがある時、スタッフ不足、仕事が覚えら
れない時、があった。
　仕事中に忙しいと感じた人は45％、忙しくないと
感じた人は55％であった（図3）。BGMをかけた日で、
忙しくなかったと思う人の平均唾液アミラーゼ値は
18．1KU／L、忙しかったと思う人の平均唾液アミラー
ゼ値は37．3KU／しであった（図4）。
　BGM以外のストレス軽減法を持つ人は63．3％、
持たない人は36．7％であった（図5）。BGM以外の
ストレス軽減法は、話す（同僚や家族等）、ため息・
深呼吸をする、心を落ち着かせる、考え方を変える、
考えないようにする、同僚と話す、カラオケ・パチ
ンコに行く、買い物をする、牛乳を飲む、その場で
注意する、であった。
　音楽が好きな人は90％、嫌いな人は10％であっ
た（図6）。BGMを心地よいと感じる人は63．3％、
そうでない人は36．7％であった（図7）。BGMを今
後も聞きたい人は、83．8％、BGMを聞きたくない人
は、16．2％であった（図8）。聞きたい理由は、気が
紛れる・無音より良い（24％）、安らぐ・和む・落ち
着く・癒し（40％）、気分転換（9％）、楽しい（9％）、
面白い（6％）、ないと寂しい（3％）であった（図9）。
安らぐ・和む・落ち着く・癒し（40％）の中でも、アラー
ム音だけよりも緊張が安らぐという意見が8．3％で
あった。その他（9％）として、イライラが減る、励
みになる、があった。また、聞きたくない理由は、
暗い音楽が流れていると気持ちが暗くなる（L7％）
であった。
　BGMが流れる日で、　BGMが聞こえた人は45．2％、
聞こえなかった人は54．8％であった（図10）。BGM
の音量が小さいと感じた人は29．0％、ちょうど良
いと感じた人は61．3％、大きいと感じた人は9．7％
であった（図11）。BGMを意識的に聞いた人は
45．2％、どちらでもない人は16．1％、意識していな
い人は38．7％であった（図12）。平均唾液アミラー
ゼ値測定の結果、BGMをかけない日で仕事中にスト
レスを感じた人は46．7KU／L、ストレスを感じてな
い人は17．7KU／しであった。　BGMが流れる日で仕事
中にストレスを感じた人の平均唾液アミラーゼ値は
30．8KU／L、ストレスを感じていない人は27．8　KU／
しであった（図13）。BGM①が流れる日で仕事中に
ストレスを感じた人の平均唾液アミラーゼ値は4．6
KU／しであった。ストレスを感じていない人は22．6
KU／しであった。　BGM②が流れる日で仕事中にスト
レスを感じた人の平均唾液アミラーゼ値は57．OKU／
L、ストレスを感じていない人は33．OKU／しであっ
た（図14）。
　BGMが流れる日で、経験年数が1－2年目の平均唾
液アミラーゼ値は31．5KU／L、3年目以上は26．3KU／
しであった（図15）。BGMが流れる日で、前日の
睡眠時間が1－6時間の人の平均唾液アミラーゼ値
は30．4KU／L、前日の睡眠時間が7－10時間の人は
20．7KU／しであった。同様にBGMが流れない日で、
前日の睡眠時間が1－6時間の人は33．6KU／L、前日
の睡眠戯号が7－10時間の人は39．8KU／しであった
（図16）。
　今回の研究ではアンケート件数が少なく全ての分
析において有意差を認める事ができなかった。
V考察
　BGMの効果にはマスキング、イメージ誘導効果、
感情誘導効果があり、BGMのテンポや曲調で感情が
変化することは一般的に知られている。アンケート
結果より、仕事中にストレスを感じている人が半数
以上であり、その中でBGMが流れる日と流れない
日の唾液アミラーゼ値を比較したところ、流れる日
の方が低かった。従って、BGMがストレスの軽減に
関与しているのではないかと考える。村井は、「音楽
を聞く行為はそれ自体優れた精神療法的な機能を有
している。音楽を傾聴することだけで人は現実に癒
されていく。その過程は優れたカウンセラーのカウ
ンセリングの仕事に似ている」8）と報告している。
しかし、アンケートの結果、BGMだけでなく仕事の
内容や自己のストレス認識・忙しさの感じ方・睡眠
時間等が影響していることがわかった。しかし、仕
事が忙しいと感じた人は、忙しくないと感じた人よ
り少なかったことから、忙しさには個人の捉え方、
またその日の病棟の状況が影響していると考えられ
る。
　ストレスに影響する要因として、臨床経験年数で
唾液アミラーゼ値に差を認め、1・2年目と3年目
以上を比較した結果、3年目以上の人の方が低かっ
た。ストレスを感じる場面（以下ストレッサーとする）
には「仕事が思うように進まない」「予想外の事が起
こった」等があり、同じストレッサーでも1・2年
目では知識や経験が浅く、予測した行動をとれない
ことで、自らの不安や緊張をより高く認識してしま
うため、3年目より高い脅威と感じているのではな
いか。このことから、ストレッサーがどの程度の脅
威となるかは人によって異なり、その判断に個人の
性格や自己能力の評価、自信、信念などが関わって
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おり、自己の認知的評価がストレス反応に人きな影
響を及ぼしたのではないかと考えられる。また、睡
眠時間の長短や仕事の忙しさの違いで、平均唾液ア
ミラーゼ値に差があった。しかし、睡眠時間におい
てBGMが流れない日では睡眠時間が長い方が平均
唾液アミラーゼ値が高かったことから、時間の長短
だけでなく睡眠の質なども影響していると考えられ
る。ストレスに影響する要因として、BGM以外にも
個人の体調、気分、嗜好等によりBGMが常に快い
ものとは限らず、時には不快や雑音になり得るとい
うことが予測される。外部からのストレスに対する
反応として、ストレッサーに対しては環境を変えた
り、ストレス反応に対してはカウンセリングを受け
たり、リラックスしたりというような対処法がある
と言われているが、今回の研究結果から具体的なス
トレス対処法は個々によって異なることが分かった。
そのため、今回の結果のみでBGMの効果を一概に
判断できない面もあると考える。
　今回の研究では、BGM②の方がBGM①よりも平
均唾液アミラーゼ値は低くなると仮説を立て、選曲
し比較した。しかし、BGM①の方が平均唾液アミラー
ゼ値が低い値を示した。BGMの効果には感情誘導効
果があり、テンポや曲調によって感情が変化する。
看護師は仕事中であり、交感神経が優位な状況にあ
るためBGM①に感情が同調することでリラックス
や癒しの効果が得られ、また個々で音楽の好みが異
なることから、平均唾液アミラーゼ値が低かったの
ではないかと考える。
　今回の結果から、BGMがストレス軽減に効果があ
るとは一概に判断できないが、BGMを今後も聞きた
いと思う看護師の割合は高く、その理由として和む、
気が紛れるなどの意見があったことからも、看護師
にとってBGMには癒しや気分転換などの効果があ
り、今後も流していく意義があるのではないか。今
後は母数、比較するBGMの種類を増やし、勤務前
後の唾液アミラーゼ値を測定しストレス軽減に関与
する効果的なBGMを見出し、よりストレスのない
環境作りをしていきたいと考える。
VI結論
　アンケート調査、平均唾液アミラーゼ値の結果か
ら、BGMがストレスの軽減に関与しているのではな
いかと考えられるが、ストレスに影響を及ぼす因子
は多様であり、BGMとストレスだけの関連を示すの
は困難であった。しかし、看護師の大多数が音楽を
好きであり、BGMを今後も聞きたいと思う人が半数
以上であったことから、BGMはストレス軽減に関与
する因子の一つであると考えられる。
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